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図 1:LaCo03のラマンスペクトルの温度変化 (左‥(X,Ⅹ)偏光方向､右:(X,y)偏光方向)
モー ドで､強度が変化しない174cm~1のLaの振動モー ドと温度依存性が大きく異なる｡
中性子散乱による構造解析[3]からはLSJS転移点で結晶構造の変化は観測されておらず､この
ようなフォノンの変化は電子構造の変化に由来していると考えられる｡可能性の一つとしては､
短距離の軌道秩序による局所的な格子の歪みの存在が考えられる｡赤外吸収のフォノンスペクト
ル[4]からも温度上昇に伴うフォノン構造の変化が報告されており､IS相におけるヤーンテラー
型の局所的な格子歪みによるものと解釈されている｡今回ラマン散乱から得られたスペクトルの
温度変化は赤外吸収スペクトルの温度変化と比較するとLS-IS転移にともなう変化が明らかであ
る｡特に､(x,I)方向における434cm-1のフォノンと(I,y)方向における587cm~1のフォノンの
100K以上での強度の減少はISスピンを持つCo3+イオンの数の増加により大きな緩和を伴う軌
道秩序が発生したためであると考えられる｡
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